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女 子 学 生 に お け る 食 生 活 調 音 （第 ３報 ）

一 一食事に対 する態度および献立を立てる ときに重 視するものについて 一一

大阪 樟蔭女 大　○伊　 海　公　子　　　 梅花短大　　 家　本　　 修

的；平 成元年度の国民生 活白書によれば、10年 前に比 べ生活時間が夜型化し、夜の９時、10時代に増え

た行 為の中 に、 食事が見ら れた。これは。夕 食時間が遅く なっ てきているこ とと、食事時間が不規則になる傾向

にあ るこ とを示し ている。 また、今後ます ます健康志向 の強まるこ とが予測さ れる。前回の報告では、基本的 な

食生 活の実行こ そ『 健康 』に とって重 大な ポイントであ ると判 断さ れた。本報では引 き続 き、女子学生 の朝食 と

間食 に対 する態 度と状況および、食事 や献 立を立てると きに重視 するものの 傾向を知る。そして、女子学生にお

ける食生活 の現 状から、その基 本的 枠組についての考察を行 なう。

調 査方 法；調 査は、集合宿題 調査法による質問紙調査を 用い た。 昭和62年12月～昭和63年１月、大阪樟蔭女子

大学 の在学生 に配布し た。回 収率は､58.5 % であっ た。1.食事 や献立を立て ると きに重視 するものを、栄養、嗜

好 、量、 価格、時間の中 から当 てはまるもの( 複数回答) を求 めた。その個数( 実数) を考慮得点とし た。2.朝

食 について は、摂取状況 と過去一週 間の欠 食回数を、間食の摂 取状況 は、 例をあげて質問した。3.対象 を過去一

週 間におけ る朝 食の欠食の有無 から、朝食摂取群と朝食欠食群 の２群 に大別し た。

結果・ 考察; 1)朝食の摂取 状況 につ いては、毎朝必 ず主菜・ 副菜 を食 べる は15.6 ％, きちんとした食 事では な

い が。何かを必ず食べる よう にし ているでは40.2 ％と対象 の約半数 が朝食を 食べる ように心掛けていた。し かし

、 きちんとした食事では ない が、何かを必 ず食 べるよう にし ていると回答し た者 の内の42.2 ％が過去一週間に朝

食 を一度以上欠 食してい た。 また、朝食は食ぺないこ とにし ている が3.1  % い た。2)食事や献立を立てるときに

重 視するものは、栄養(n  =ie8･75.0%) が最も多く、次いで嗜好(n=160･71.4%)｡ 量(n=96･42.9%) 、 価格(n=88･39.3

%]、時間(n=36･16. %) であっ た。3)朝食の欠食理由は、朝食欠 食群 では①日曜・祭日や休暇中に多くなる、②朝

寝坊するからの比率が高く 、朝食摂取群は逆に なる(CRAMER' V  =0.321,0.280,0.298).また、間食の有無 とは関達

し ない(CHI-SQUARE=1.162 CRAMER' V=0.072) 。し かし、 考慮得点(x=2.5) は、朝食欠食群の間食を毎日 摂る(x=2

.6),毎日ではない が間食 を摂る(X=2.3)､ 間食はし ない ように心掛けている(又=2.3) の順に減少する傾向があ る。

逆に、朝食摂取群の考慮得点 は、間食を毎日摂る(x=2.2) が少なく なる傾向 が認められ た(F:TEST,Pく0.05)。

C 10 女子短大生の食生活に関する意識の経時変化について
大阪市立大生活科　　 ○武副礼子　田附 ソヽル　平井和子

目的　「 健康づくりのための食生活指針」が厚生省より出され、１日に30 食品を目標に

することが提示されている。我々は短大生の摂取食品数が20品目と少なく、摂取量への意

識が食生活への認識と関連する事を示唆した。そこで今回食生活の改善に役立つ資料を得

るため、女子短大生について昭和60年と昭和63 年に食生活に関する意識調査を行い経時変

化を比較検討した。
方法　 調査対象者として大阪と福岡の女子短大生について昭和60年（ 各々76名、82名）

と昭和63年（各々70名、212名）の10月下旬から11月中旬にアンヶ－ト調査を行い、食生

活に関する意識について3年間の経時的比較を行った。

結果　 健康を保つのに適した食生活を「している」「大体している」と答えた合計は、

福岡の学生の場合に昭和60 年には35％であったのに対し63 年には53％と増加し、望ましい

１日の摂取食品量を「知っている」「大体知っている」と答えた割合は昭和60年の62 ％か

ら63年には86％へと増加がみられた。福岡の学生では両意識の経時的変化に有意な差（各

々p   < 0.05,    p  <  0.01）がみられたが大阪の学生の場合には変化はみられなかった。食

品群別摂取量への意識について大阪では3年間での変化はみられなかったが、福岡の学生

では3年間を通じて、豆類、肉類、野菜類、乳類について「摂取量は少量である」と認識

している割合の減少と、それらの摂取量が「 晋通である」と答えた割合の増加がみられ、

経時的変化に有意な差がみられた（p  < 0.05  以下）。
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